
究ー

第3

ﾛ

･冠 ~． ､。ご亜幹蓉&

1973 ･AUGUST

アーユルヴ ダ研究準備会エー

｡ ｡

ザら C G

L

､､ 鈩 G tf



目 次

1． イント・の伝統医学一アーユル・ウェーダとその背景

2． 実践としてのアーユルウェーダ医学. ､－．.……． . 、 ． . ．

aPα力di#S"i"Sルαγ流α氏との4日間……. .…“

4． パンデイブト ・シウ・シャルマ博士との対話 ．……. ．

5． イント・医学への期待.…. . ……………_…. .……"…_.…”．

6． 会のあゆみ…………..……… .．…･………． …． ・ ・ ・…． ．－.…

7． 会員ならびに賛助会員名簿（その4）…….…． … .“…

8． 編集後記 …..._.‐……………－－

１
４
８
１
５
８
０

１
３
４
４
４
３

』
瘤
男
雄
三
博
平

封
密
泰
達
卓

払
壬
塚
・
野
口
山
一

Ｖ
降
大
矢
山
九
一

．
プ
・

一
斗
一
一

．
イ
的

一
淳
一

小
●
〈
一I

I

｜

’

51

別冊附録：インド医学序説一第三の医学アーユルウェーダ （岩本 裕）

インド医学における生体慨念について （太田妙子）


